
昭和 16年 11月 19日の日向灘地震賓地踏査報告

岡 部 龍 イ言帯

~1.概要

昭和 16年 11月 19日早践の日向灘地震は近来九州地方に於て珍しく強いものであった.筆者

は稲岡警直気象墓長の、命に依り地震後直ちに熊本，.宮崎，大分三勝、下に出張本地震に伴ふ地愛被害

其の他愛賞地踏査した.本報告は其の結果を取纏めたぢりである.

向此の地震に闘しては本墓では鷺坂技師及び本間技手の調査があり F 共の他震夫附近の測候所調

査があるので，此の報告では出来る丈簡草に記載する事にしたが，筆者の貴地踏査した部分のみは

成る可く詳細に記るす事とした.地震嘗時の新聞等の報道では人吉町附近が被害最も大なる所と判

断せられたのも筆者は共の附近に重黙を注ぎ調査したが，本墓の鷺坂技師等は此等の外に特に津

浪現象の調査を行はれ，附近の測候所では全般的友被害報告をせられてゐるので，各々の詳細に就

いては夫々の報告を参照せられ度い.

~2; 人吉町附涯の被害

熊本恵子、下宅、は大鵠震度IVの程度であるがp 特に人吉町附近は被害が大きい様に報道されてゐる

ので熊本測候所高瀬技手と一緒に人吉町附近を調査した，被害決況は失の如し:

[1) 人吉警察署報告

1時 56分頃(1)後震し約 2分間位人鵠に感じた. 今岡の強震は可成り強く主とじて南北動を強

く感じた.此の様友地震は数十年来の烈震であって，嘗署管内は地震と同時に停電し住民は極度の

不安を感，じ再度の地震も計り知れ十とえ主・し一般の不安除去せず，戸外に飛出せる住民の安定に努め

消燈後の人吉町地方は庖頭に裸機燭を鮪燈し居り地震後に於ける飴震を警戒せり. (中略〉此の地

震は人吉町中心市街が激しくして管内各村は被害僅少の程度に有之J 人吉町の被害はきたの如し:

(1) 死傷者 1名 (2才)

(2) 負傷者 -5名

くの 倒壊建物全壊 11，宇壊 22，ウインドー全壊したもの 1

(4) 傾斜建物 67棟(但し傾度 1寸以上のものを含む〉

(5) 商底ウインド{損壊(軽度のものを合む〉

(6) 煙突被害杢壊 4，宇壊 6，但し自家炊事用小煙突の被害僅少なるものは省略す

本 踊岡管区気象蓋

(1) 46分の設か?

- 24 -'-



-. 

~ ¥ 

昭和 16年 11月 19'8 日向街地震地域踏査報告 177 

五'7) 温泉の湧出異動F 従来より 1/3程度の増加湧出を示せり

fnj同警察署長の談に依ると，以上の

外K地鳴があったとの事である.丁度

同署長は嘗直で起きて居られたのであ

るがy 最初遠方に波浪の砕ける様在音

見ると p イ頃郊は南北に多くj煙突の倒

壊があったが之は殆ど煉瓦造りのもの

であった.

[2J 温泉蜜化

人吉警察署調査に依ると同署管内の

温泉の異動は次去の如し. (人吉町内

に於ける位置に就いては本表内の数字

番披を記入した第 1園参照)

第 1表 人吉温泉の愛化(正は増加叉段昇温，負はその反封を.示す).

1. 
2. 
3. 
4. 
5. 
6. 
7. 
8. 
9. 

場 所

西瀬村大字薩摩瀬 58番地
19番地

グ 2[18の 3
グ 番地不詳

中原村大字林. 2503番地
中原村 2462番地
ゲ 2632番地
中原村大宅林 2125番地
中原村 ・番地不詳

第 2表

温度重量化 (00)

::!:O 
土O
-2 
粕、上昇
柏、上昇の感
士O
土1
-ト2
+2 

人吉町内の温泉温度の観測

0， 

場 所 観測日時 於湯槽け出る，温日度に 湯井の深さ る最際初湧の湿出せ度

10.鍋 、屋 昭和16xr 21， 13h 二て44'0 240問 450 

11.入吉放館 グ・，20;181】 43 b 

13.芳野一屋 // 21，1511 45.1 265 46.50 

.. 
14 常温泉 // グ 44 .2 230 

，品 '450
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出量強化

十2害リ
+2害q
+2割
柏、主曾加

控化無き模様
+20割ー，
粕噌加
+5害リ
キ20害t、
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一せ時り間位地震と共に湧出;を停止
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昭和
1分10年開設，斗寸開湧，設今堂置が回時誠の地湧少出量ーは 問 3.3 震の
2 8.程前にーす湧 減，少した
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命井戸水及温泉は相嘗濁ったとの事である.高瀬技手及び筆者により人吉町市街地内の温泉の温

度其の他の調査をなしたが，之等を一括して示せば第 2表の如くなる. (位置に就いては第 1園

-参照〉

(3J 賓地調査の結果

(1) 倒壊家屋に就いて

倒壊家屋に就いては前記せる人吉警察署調査になる如く全壊 11棟，宇壊 22棟と友つてゐるが

此等を賞際に調査した結果は次の通りである.

1. 一般に市街地の十字路等に於ける角の所の建物が倒れp 市街の家並の聞にあるものは被害少

しショーウインドー等が破壊された程度である. 角の所にある家屋は少くも 2方向に封し振動可

能の魚倒壊し易いものと思はれる.

2. 市街地の家並の間K於ても宇壊せるものがあったが，之等の家屋は若し前記の如く十字路の
f 

角の家屋であったとすれば恐らく全壊してゐたであらうと思はれた.

3. 全壊叉は宇壊せる家屋は大抵建築上の注意を無視したものであった例へば昔からあった佐

家屋を商底とする震に道路に面した所の柱や梁が邪魔にたるので之等を取外して了った.此の様な

工事を篤さざる家屋は勿論安全であった倫倒壊家屋中には最近新築せる家屋があったがy 之も都

合K依り梁等の取付を省略したり叉補強工作を省略した家屋であった 潟真 1は人吉警察署通の

十字路の角の所の二階建家屋が倒壊したもので (第 1同の 4黒占)既に取片付けて板闇ひしである

ので潟異では詳細は分らないが，之は北東方より窮したもので家屋は潟真の手前卸ち北東方に倒壊

した.潟異 2は第 1問中の B 貼で呉服屋であった 矢張り十字路の角の所であって西及び南側

が道路と在ってゐる.倒壊方向は西K倒れたもので潟真は南西方より潟したものである.以上の 2

例の倒壊嘗時の模様は嘗地の新聞社により寓され本測候所報告にある筈である¥

篤轟 1 窯翼 2
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此の外第1同の C，D の各貼で何れも北東に倒壊して全壊した.

人吉町に於ける家屋の倒壊は前記の如く家屋其の物の構造の不完全に依ると考へられるが然も震

央を逢K離れたる山中の盆地に於て他地方K比し被害の大きかった事は人吉町自身の地盤構造の如

何に密接な関係がある様に思はれる. I3Pち同町は南北約2粁を隔て東西K走る断層崖の聞に球磨川

に依り て蓮ばれたる上砂の厚層地盤上に稜達せるものである.従って地震動により之等軟弱なる地

盤がダライの水的な振動を起す可きは想像に難〈友い.此の如き振動が全鵠として人吉町附近の被

害を大危らしめた一因とも考へられやう.

(2) 建築物被害

1. 役場南方の供願寺の門が傾斜し?と.

2. 土塀が崩壊せるものを調査すると主として東西に走る土塀が崩壊し南北に走るものは損害は

軽微である.

3. 建物の壁では主として東西の壁が損害を受けた.

4. 人吉園民事校の内東校の近くの大信寺では西側の棲門は倒壊ししたが片付けてあって不明瞭

であった，叉南側の門は潟異に見る様に門の柱の下部が基石の所のづり方よち見て北へ 2cm程移

動してゐ九其の鴛に潟真に見る如く隣接する土塀には亀裂が入り y 僅少乍ら溺れてゐる. (此の

門の大きさは高さ 2.6間3 軒巾 3間，扉付き，扉一枚の大きさは 3尺〉

6. 人吉中事校

地震嘗時の模様も詳細にする震に人吉中事校に赴いたが同校で、も地震に依る被害が相嘗あった・

被害中殊に興味あるのは壁の落剥した剖ゆであって第2園の千面園の内南側校合の二階の丁度中央

の壁の南北に走る部分即ち園の A の所の壁のみが全部落剥してゐてF 他の壁は大健亀裂が入った

程度で落剥してはゐ友かった. (壁は白壁である)叉渡り廊下の内東側の方で北側校合の方のコン

窮員 3 策 2園 人吉中尋主校校舎平面園略国

%成

ヨ伝 1お
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クリート壁が南の方に向つてはみ出し丁度渡り廊下が南へづれた様な格好になってゐ?と・又渡り廊

Tの柱がコングリー l、壁と接してゐる所を見ると，約 3cm位の間際があり，之丈の量だけ渡り廊

下が南へ移動した様えに格好になってゐる.

校合内の壁の亀裂を南北に走る壁に主として見られ，東西向に走る壁には亀裂が全然入ってゐた

い事は振動eの模様る見を上で重要な事と思はれる.

(3) 墓石の鼠伺

(2)の 4で示した大信寺の境内基地の墓石顛倒を調査せし所総て北々東又は丁度共の反撃す方向

(正確には N200E 及び共の正反封)に倒れてゐた・然し何れの墓石も大低蓋石に穿たれた穴の中

K墓石の底面より出張ってゐる所が入る様に出来てゐるので仲々倒れ難く出来てゐる急，顛倒率も

短めて小で

昔~にのせであったので，我々はその大きさ等は測定しなか0たがp 例.を示すと，同韓向の巾 19.5cm ，

高さ(墓石の部分)62cm; その上にのせた笠石の大きさは高さ 40cm，巾 40cmの立錐形と云っ

たものでF 大鰭之等のものを合せは単純な角柱を考へると底遺 19.2cm，高さ 104.6cInとなる.

(4) 後光現象

地震嘗時及び地震直後に確に設光現象が多くの人々に依り認められた〔人吉中墜校長も認めた).

が之はー丁度稲光の様な青い光で、あって中皐校長の談で、は之は恐らく電光であらうと思はれたとの事

である.人吉町では一般に電光であるとしてゐる様であるが3 後述の如く延岡市や宮崎勝南部でも

同様に護光現象を地震の直前及地震中に認めてゐるので或は貫在したのかも知れない.

(4J .人宮町附涯の町村の被害調査

人吉町が此れ程の被害を受けてゐるのも隣接町村の模様を調査して置く必要に迫られj免田，

多良木F湯の前等の町村の模様を調べたがy家屋は皆農家であるので藁葺の家が多く耐震性になって

ゐるので家屋の被害はなく又硝、子窓も被害が僅少であった， 尺壁?と亀裂が所々入った程度であっ

九地震は確かに強かったとの事である.叉墓石も二，三頴旬~，してゐたが何れも形が複雑なものの

みなので測定を省略した.顛倒方向は北々東又は南々西であった.

(以下は宮崎測候所長，.大分測候所長及び中央気象蓋の鷺坂，本間雨氏等と官lIi奇F大分雨牒下を踏

査じた報告となてゐるがj之は大鵠以上の方々の御報告と重複する所が多いの vで便宜主割愛すると

とLした.編輯者言己主y
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